
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貯湯槽の発熱体で沸き上げた湯と水源から供給される水とを混合する湯水混合弁、前記
湯水混合弁を介して高温の湯を浴槽に給湯する高温差し湯温度を２種類以上の温度に設定
することができる操作部を備え、前記操作部で設定された２種類以上の何れかの高温な湯
を浴槽に給湯し、浴槽の湯温を上昇させる、高温差し湯給湯機能を有するものにおいて、
前記湯水混合弁により混合された温水の湯量を検出する湯量検出センサを設け、所定の湯
量に達したとき高温差し湯動作を停止するとともに、ある高温差し湯温度で高温差し湯を
浴槽に供給中、その高温差し湯温度を他の高温差し湯温度に変更した場合、

所定の浴槽湯温とするための高温差し湯
必要量を補正する機能を有することを特徴とする高温差し湯機能付風呂給湯器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、貯湯槽を有し、沸き上げ湯を給湯する高温差し湯機能付風呂給湯器におい
て、浴槽に高温な湯を供給して浴槽の湯温を上昇させる高温差し湯機能に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】
　従来技術による高温差し湯機能付風呂給湯器の構成図を図３に示す。
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【０００３】
　上記構成図からなる従来の高温差し湯機能付風呂給湯器の動作について説明する。
　従来、浴槽水の温度上昇手段としては、浴槽水を循環させ熱交換器にて加熱する他、あ
る一定温度の湯（例えば、６０℃）を新たに浴槽に供給し、浴槽水と混合させて温度上昇
させるものもあり、後者の手段を高温差し湯と呼び、その機能を備えた給湯器を高温差し
湯機能付風呂給湯器という。
【０００４】
　従来の高温差し湯では、操作部７を介して高温差し湯指令があった場合、図４のフロー
チャートに示すように、予め決められた高温差し湯時間（例えば１分等）を、１種類（例
えば６０℃のみ）の決められた高温差し湯温度Ｔ k で実施する手段か、図５のフローチャ
ートに示すように、あらかじめ決められた高温差し湯湯量（例えば１０リットル等）を１
種類の決められた高温差し湯温度Ｔ k で実施する手段か、または、図６のフローチャート
に示すように、設定した温度上昇幅ΔＴ（例えば２℃等）だけ、浴槽温度が上昇するよう
に、必要高温差し湯量を算出し、必要高温差し湯時間に換算して、１種類の決められた高
温差し湯温度Ｔ kで実施する手段かで、浴槽の温度を上昇させていた。
何れの場合も、高温差し湯温度は、１種類の決められた温度であった。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　従って、前記図４のフローチャートおよび図５のフローチャートの手段によると、浴槽
温度がどれくらい上昇するか不明であり、ユーザーが期待する温度まで上昇しなかったり
、逆に必要以上に上昇したりする。
　また、必要な上昇分つまり温度上昇幅を設定できても、給湯される高温差し湯温度は、
１種類（例えば６０℃のみ）でしかなかったために、高い温度で給湯される場合があるの
で火傷等の心配があった。また、ユーザーが期待する高温差し湯温度ではなかったりした
。
【０００６】
　この発明は上記のような問題点を解消するためになされたもので、その目的とするとこ
ろは、高温差し湯を使用する場合には、予め設定された温度上昇幅を２種類以上の高温差
し湯温度の何れかで浴槽内の温度を上昇できる高温差し湯機能付風呂給湯器を提供するこ
とである。
　例えば、子供や老人が使用するため、火傷しないよう高温差し湯の温度を６０℃に設定
したり、逆に、はやく浴槽内の温度を上昇させるため、高温差し湯の温度を８０℃に設定
したりすることが可能となる。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　この発明に係る高温差し湯機能付風呂給湯器では、貯湯槽の発熱体で沸き上げた湯と水
源から供給される水とを混合する湯水混合弁、前記湯水混合弁を介して高温の湯を浴槽に
給湯する高温差し湯温度を２種類以上の温度に設定することができる操作部を備え、前記
操作部で設定された２種類以上の何れかの高温な湯を浴槽に給湯し、浴槽の湯温を上昇さ
せる、高温差し湯給湯機能を有するものにおいて、前記湯水混合弁により混合された温水
の湯量を検出する湯量検出センサを設け、所定の湯量に達したとき高温差し湯動作を停止
するとともに、ある高温差し湯温度で高温差し湯を浴槽に供給中、その高温差し湯温度を
他の高温差し湯温度に変更した場合、

所定の浴槽湯温とするための高温差し湯必要量を補正する機能を有するもので
ある。
【０００８】
【発明の実施の形態】
実施の形態１．
　以下、この発明の実施の形態１について説明する。
　図１は、この発明の実施の形態１を示す図である。
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　図１において、１は貯湯槽２に供給する給水管Ａ、２は水または温水を貯湯するための
貯湯槽、３は貯湯槽２内の水を加熱する発熱体、４は貯湯槽２内の水または温水の温度を
検知するために貯湯槽壁面に取り付けた温度センサＡ、５は貯湯槽内２を加熱したときの
膨張水を逃がすための逃がし弁、６は本システムを制御する制御部、７は貯湯槽２内の沸
き上げ温度、給湯管１１から給湯する温度等を設定する操作部である。
　８は貯湯槽２から湯水混合弁９へ温水を供給する給湯管Ａ、９は水源から供給された水
と貯湯槽２内の温水とを混合する湯水混合弁、１０は水源から給水された水を湯水混合弁
９へ供給する給水管Ｂ、１１は、湯水混合弁９で混合された温水を浴槽へ供給する給湯管
Ｂ、１２は湯水混合弁９で混合された温水の温度を検知する温度センサＢ、１３は温水が
給湯管Ｂ：１１を流れている温水量を検出する湯量検出センサ、１４は浴槽に温水を流す
ための開閉器である。
【０００９】
　次に、実施の形態１の動作について、図２の実施の形態１の動作を示すフローチャート
を用いて説明する。
　高温差し湯前の浴槽の湯量Ｑ y がＱ y1（例えば、１００リットル）、浴槽の湯温Ｔ y が
Ｔ y1(例えば、４０℃ )となっていた場合に、操作部７で、浴槽の温度上昇ΔＴをΔＴ 1 （
例えば、２℃）と、高温差し湯温度Ｔ k をＴ k1（例えば、６０℃）と設定（ステップＳ１
）し、高温差し湯動作の指令を行う（ステップＳ２）と、必要な高温差し湯湯量Ｑ（Ｑ 1 
）は、次の（１）式のようになる。
　　Ｑ 1 ＝ (ΔＴ 1・Ｑ y1)／ (Ｔ k1－Ｔ y1－ΔＴ 1)………（１）
【００１０】
　上記（１）式から必要な高温差し湯湯量Ｑ（Ｑ 1 ）を算出する（ステップＳ４）と、Ｑ
1 は、１１．１リットルとなる。
【００１１】
　また、高温差し湯温度Ｔ k をＴ k2（例えば、８０℃）と設定（ステップＳ１）した場合
、必要な高温差し湯湯量Ｑ（Ｑ 2 ）は、次の（２）式のようになる。
　　Ｑ 2 ＝ (ΔＴ 1・Ｑ y1)／ (Ｔ k2－Ｔ y1－ΔＴ 1)………（２）
　上記（２）式から必要な高温差し湯湯量Ｑ（Ｑ 2 ）を算出する（ステップＳ４）と、Ｑ
2 は、５．３リットルとなる。
【００１２】
　このように、高温差し湯温度Ｔ k によって必要湯量が変化してくるので、ユーザーの好
みに合わせられ、また、浴槽の温度が所定温度に上昇する迄の時間，必要湯量が変えられ
る。
　この算出された高温差し湯量Ｑ 1 およびＱ 2 （ステップＳ４）は、湯量検出センサ１３
により、Ｑ 1 およびＱ 2 （ステップＳ４）の量を検出した（ステップＳ７）ときに、高温
差し湯機能を停止させる（ステップＳ９）ことができる。
【００１３】
　また、操作部７で高温差し湯動作の指令を行い、高温差し湯温度Ｔ K1で、必要な高温差
し湯湯量Ｑ 1 を、浴槽に給湯中、さらに温度を高くしたい、温度を低くしたい等で、高温
差し湯動作の途中で、高温差し湯温度を変更したい場合、再度、操作部７で、高温差し湯
温度をＴ K2に設定し直した（ステップＳ３）場合、以下のような算出により、浴槽の温度
上昇幅ΔＴ 1 を変えず（ステップＳ８）に必要量をＱ 1 からＱ 2 に補正（ステップＳ６）
して行うことができる。
【００１４】
　まず最初、高温差し湯温度Ｔ k1（ステップＳ１）とすると、必要な高温差し湯湯量Ｑ 1 
（ステップＳ４）は、前記（１）式の通りである。
　この算出したＱ 1 を浴槽に給湯している途中、Ｑ 1 のうちＱ x を給湯した時点で、再度
、操作部７で、高温差し湯温度をＴ k1からＴ k2に設定し直した（ステップＳ３）場合、既
にＱ x を浴槽に給湯したことにより、浴槽温度がΔＴ y1だけ上昇していることになる。
【００１５】
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　そのΔＴ y1は、次の（３）式により算出される。
　　ΔＴ y1＝｛Ｑ x・ (Ｔ k1－Ｔ y1)｝／ (Ｑ y1＋Ｑ x)………（３）
そして、Ｑ x を給湯した時点で、浴槽湯量は、Ｑ y1からＱ y1＋Ｑ x ＝Ｑ y2に増えている。
浴槽湯温は、Ｔ y1からＴ y1＋ΔＴ y1＝Ｔ y2に上昇している。
これにより、残りの温度上昇幅は、ΔＴ 1 からΔＴ 1 －ΔＴ y1＝ΔＴ 2 となる。
【００１６】
　従って、再度、操作部で、高温差し湯温度をＴ k2に設定し直した（ステップＳ５）こと
によって、必要な高温差し湯湯量Ｑ２は、再演算すると、
　　Ｑ 2 ＝ (ΔＴ 2・Ｑ y2)／ (Ｔ k2－Ｔ y2－ΔＴ 2) ………（４）
と（４）式により、必要高温差し湯量が補正される（ステップＳ６）ことになり、温度上
昇幅ΔＴ 1 は、変わらずに行える（ステップＳ８）。
【００１７】
　また、何度も、操作部７で、高温差し湯温度Ｔ k の設定が変更（ステップＳ３）されて
も、必要な高温差し湯湯量Ｑは、変更（ステップＳ６）されるが、温度上昇幅ΔＴ（ステ
ップＳ８）は、変わらずに高温差し湯の給湯が行えることが可能となる。
　この算出された必要高温差し湯量Ｑは、湯量検出センサ１３により、Ｑの湯量を検出し
た（ステップＳ７）ときに、高温差し湯機能を停止させる（ステップＳ９）ことができる
。
【００１８】
　この発明による実施の形態１によれば、操作部７に、高温差し湯温度を２種類以上の温
度Ｔ k1，Ｔ k2等に設定可能とした機能を備えたことによって、高温差し湯手段により浴槽
の温度を上昇させる場合、ユーザーが期待する温度および時間で、浴槽に高温差し湯給湯
が可能となり、使い勝手が向上された高温差し湯機能付風呂給湯器を提供できる。
【００１９】
　また、湯水混合弁により混合された温水の湯量を検出する湯量検出センサ４を設け、所
定の湯量Ｑ（Ｑ 1 ，Ｑ 2 ）に達したとき高温差し湯動作を停止するようにしたので、高温
差し湯手段により浴槽の温度を上昇させる場合、ユーザーが期待する温度および時間で、
浴槽に高温差し湯給湯がより確実に可能となり、一層使い勝手が向上された高温差し湯機
能付風呂給湯器を提供できる。
【００２０】
　更に、ある高温差し湯温度例えばＴ k1で高温差し湯を浴槽に供給中、その高温差し湯温
度を他の高温差し湯温度例えばＴ k2に変更した場合、所定の浴槽湯温とするための高温差
し湯必要量Ｑを湯量Ｑ 1 から湯量Ｑ 2 に補正する機能を有するので、高温差し湯手段によ
り浴槽の温度を上昇させる場合、ユーザーが期待する温度および時間で、浴槽に高温差し
湯給湯が更に確実に可能となり、一層使い勝手が向上された高温差し湯機能付風呂給湯器
を提供できる。
【００２１】
【発明の効果】
　この発明によれば、湯水混合弁により混合された温水の湯量を検出する湯量検出センサ
を設け、所定の湯量に達したとき高温差し湯動作を停止するとともに、ある高温差し湯温
度で高温差し湯を浴槽に供給中、その高温差し湯温度を他の高温差し湯温度に変更した場
合、 所定の浴槽湯温とする
ための高温差し湯必要量を補正する機能を有するので、高温差し湯手段により浴槽の温度
を上昇させる場合、ユーザーが期待する温度および時間で、高温差し湯を浴槽に供給中に
高温差し湯温度を変更した場合にも

高温差し湯必要量により浴槽への適切かつ確実な高温差し湯給湯が可能となり、
使い勝手が向上された高温差し湯機能付風呂給湯器を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明による実施の形態を示す高温差し湯機能付風呂給湯器の構成図。
【図２】　この発明による実施の形態を示す高温差し湯機能付風呂給湯器の動作を示すフ
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ローチャート図。
【図３】　従来技術を示す高温差し湯機能付風呂給湯器の構成図。
【図４】　従来技術を示す高温差し湯機能付風呂給湯器の動作を示すフローチャート図。
【図５】　従来技術を示す高温差し湯機能付風呂給湯器の動作を示すフローチャート図。
【図６】　従来技術を示す高温差し湯機能付風呂給湯器の動作を示すフローチャート図。
【符号の説明】
　１　給水管Ａ、２　貯湯槽、３　発熱体、４　温度センサＡ、５　逃し弁、６制御部、
７操作部、８　給湯管Ａ、９　湯水混合弁、１０　給水管Ｂ、１１給湯管Ｂ、１２　温度
センサＢ、１３　温水の流れを検知し湯量を検出する湯量検出センサ、１４　開閉器。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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